
窒素レーザーを作る

N-N 核間距離

キーワード

短寿命、self termination

高速放電、分布定数回路

紫外レーザー、蛍光
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長い放電は難しい

短絡＝＞反転波＝＞光速で伝播
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＋ＨＶ分布定数回路では

開放端 開放端開放端開放端

開放端 開放端開放端短絡端

Z=0.015~0.03W



一般的な放電の常識
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電子雪崩による増大



実験上の注意

•高電圧を取り扱います。

•印加後に触れる時は、必ず短絡してから。

•印加中は十分距離をもって。
空気中でも1cm/10kVは飛びます。沿面放電はもっと

• アースを確実にとりましょう。

• ピンホール１つで電圧が印加できなくなります。
KAPTONの取り扱いを丁寧に。

紫外レーザーは、あまり気にしなくてもいいです。
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絶縁耐力in Air << 絶縁耐力 in KAPTON

例： 難しいこと
気胞

Breakdown 
=>Pressure Increase

高校の物理？


